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最
高
裁
へ
む
け
新
10
万
人

署
名
運
動
の
先
頭
に
立
つ

10
月
６
日
、
合
同
・
一
般
労

組
全
国
協
議
会
の
第
５
回
大
会

が
27
組
合
、
40
名
の
代
議
員
の

参
加
の
も
と
勝
ち
取
ら
れ
た
。

本
大
会
の
意
義
は
計
り
知
れ

な
い
。
な
に
よ
り
も
今
大
会
直

前
の
動
労
千
葉
鉄
建
公
団
訴
訟

９
・
25
判
決
の
反
動
性
を
徹
底

的
に
断
罪
す
る
と
と
も
に
、
動

労
千
葉
と
全
国
労
組
交
流
セ
ン

タ
ー
や
全
国
協
の
闘
い
が
東
京

高
裁
難
波
裁
判
長
を
し
て
名
簿

不
記
載
の
不
当
労
働
行
為
の
認

定
を
引
き
出
し
た
こ
と
を
圧
倒

的
に
確
認
し
た
。

９
・
25
判
決
こ
そ
、
つ
い
に

始
ま
っ
た
新
自
由
主
義
の
全
面

的
破
綻
を
告
げ
知
ら
せ
る
も
の

だ
。
大
会
で
は
こ
の
反
動
判
決

に
対
し
て
、
動
労
千
葉
が
新
た

に
提
起
し
た
最
高
裁
に
対
す
る

10
万
人
署
名
を
全
国
協
こ
そ
が

全
労
働
者
階
級
の
先
頭
で
担
う

こ
と
を
高
ら
か
に
宣
言
し
た
。

全
国
労
組
交
流
セ
ン
タ
ー

へ
の
加
盟
を
決
定

さ
ら
に
、
全
国
労
組
交
流
セ

ン
タ
ー
へ
全
国
協
と
し
て
の
組

織
加
盟
を
決
定
し
た
。
こ
れ
は

外
注
化
・
非
正
規
職
撤
廃
の
闘

い
の
先
頭
で
、
全
階
級
の
組
織

化
を
具
体
的
に
担
う
全
国
協
へ

と
飛
躍
す
る
こ
と
を
全
世
界
の

労
働
者
階
級
に
対
し
て
宣
言
す

る
も
の
で
あ
る
。

全
国
労
組
交
流
セ
ン
タ
ー
は

国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
よ
る
右

翼
労
戦
統
一
に
対
す
る
、
階
級

的
労
働
運
動
派
の
結
集
軸
と
し

て
結
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ

の
指
導
の
下
で
全
国
の
合
同
・

一
般
労
働
組
合
が
結
成
さ
れ
た
。

全
国
協
は
ま
た
、
国
鉄
闘
争

全
国
運
動
の
結
成
と
と
も
に
結

成
さ
れ
た
。
全
国
労
組
交
流
セ

ン
タ
ー
へ
の
加
盟
は
、
全
国
協

こ
そ
が
国
鉄
闘
争
を
基
軸
と
す

る
４
大
産
別
決
戦
を
始
め
と
し

て
、
全
産
別
の
労
働
運
動
に
対

し
て
責
任
を
取
り
切
る
主
体
と

し
て
屹
立
す
る
こ
と
を
鮮
明
に

し
た
。
こ
こ
か
ら
職
場
・
地
域

を
基
礎
と
し
た
火
の
出
る
よ
う

な
進
撃
を
我
々
は
開
始
す
る
。

３
組
合
が
新
た
に
加
わ
る

特
筆
す
べ
き
は
、
こ
の
大
会

に
お
い
て
全
国
協
が
30
労
組
の

加
盟
を
実
現
し
た
こ
と
だ
。

い
わ
き
合
同
労
組
は
、
原
発
・

除
染
労
働
者
の
組
織
化
の
現
状

と
除
染
企
業
の
悪
辣
な
労
働
者

搾
取
の
実
態
を
暴
露
し
、
動
労

水
戸
Ｋ
５
４
４

闘
争
の
地
平

を
徹
底
的
に
合
同
労
組
運
動
と

し
て
発
展
さ
せ
る
決
意
を
明
ら

か
に
し
た
。
し
ず
お
か
ユ
ニ
オ

ン
は
、
静
岡
労
組
交
流
セ
ン
タ
ー

の
下
で
の
合
同
労
組
建
設
に
着

手
し
、
全
国
協
１
０
０
０
人
建

設
を
先
頭
で
担
う
決
意
を
明
ら

か
に
し
た
。
そ
し
て
小
竹
運
輸

グ
ル
ー
プ
労
組
は
、
資
本
の
労

組
破
壊
攻
撃
と
徹
底
的
に
対
決

し
て
闘
わ
な
い
建
交
労
を
脱
退

し
全
国
協
へ
加
盟
し
た
決
意
を

明
ら
か
に
し
た
。

闘
う
労
働
組
合
を
職
場･

地
域
に
つ
く
り
出
そ
う
！

全
国
協
の
課
題
は
、
新
た
な

国
鉄
解
雇
撤
回
10
万
人
署
名
運

動
を
推
進
軸
と
し
て
、
全
国
47

都
道
府
県
全
て
に
全
国
協
加
盟

労
組
を
作
り
出
す
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、
全
国
協
は
東

京
西
部
ユ
ニ
オ
ン
の
吉
本
委
員

長
を
代
表
と
し
て
新
た
な
執
行

体
制
を
構
築
し
た
。
今
や
労
働

組
合
の
復
権
を
め
ぐ
る
死
活
的

攻
防
に
す
べ
て
が
絞
ら
れ
て
き

て
い
る
。
労
働
組
合
権
力
を
階

級
的
労
働
運
動
派
が
奪
取
し
よ

う
。
闘
う
労
働
組
合
を
職
場
・

地
域
に
作
り
出
し
、
１
１
月
労

働
者
集
会
の
巨
万
の
決
起
を
創

り
だ
そ
う
！

そ
の
成
否
は
、
全
国
協
の
組

織
拡
大
に
か
か
っ
て
い
る
。
一

切
の
鍵
は
青
年
労
働
者
の
組
織

化
で
あ
り
、
青
年
の
指
導
部
建

設
だ
。
崩
壊
の
始
ま
っ
た
新
自

由
主
義
に
断
を
下
す
時
が
来
た
。

全
国
の
仲
間
の
み
な
さ
ん
！

と
も
に
闘
お
う
！

反原発・反失業、外注化阻止・非正規職撤廃
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９
月
30
日
、
群
馬
合
同
労
組
は
、
群

馬
経
済
新
聞
社
に
よ
る
分
会
破
壊
を
弾

劾
し
て
、
断
固
た
る
群
馬
県
庁
前
行
動

に
立
ち
上
が
っ
た
。
出
勤
時
と
昼
休
み

を
中
心
に
組
合
旗
と
ボ
ー
ド
を
掲
げ
、

ビ
ラ
と
マ
イ
ク
で
県
庁
一
帯
に
ア
ピ
ー

ル
を
発
し
た
。
ま
た
こ
の
日
、
午
後
に

開
催
さ
れ
た
群
馬
県
労
働
委
員
会
に
対

し
て
も
、
組
合
の
断
固
た
る
決
意
を
突

き
つ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。

分
会
組
合
員
11
名
の
「
脱
退
届
け
」

と
「
分
会
解
散
」
の
通
告

群
馬
合
同
労
働
組
合
第
８
回
定
期
大

会
の
前
々
日
で
あ
る
２
０
１
３
年
８
月

23
日
、
群
馬
合
同
労
組
群
馬
経
済
新
聞

社
分
会
長
か
ら
突
然
、
分
会
組
合
員
11

名
全
員
の
群
馬
合
同
労
組
脱
退
届
と
、

分
会
「
解
散
」
の
通
告
が
送
ら
れ
て
き

た
。
２
０
１
１
年
秋
以
来
、
ほ
と
ん
ど

の
従
業
員
が
組
合
に
加
入
。
会
社
に
よ

る
脱
退
勧
奨
や
不
当
労
働
行
為
の
繰
り

返
し
に
対
し
て
、
群
馬
県
労
働
委
員
会

へ
の
救
済
申
立
や
団
体
交
渉
を
闘
い
、

前
進
を
し
て
き
た
。

２
０
１
２
年
12
月
に
は
群
馬
県
労
働

委
員
会
の
不
当
労
働
行
為
救
済
命
令
を

勝
ち
取
り
、
現
在
２
０
１
２
年
夏
期
賞

与
の
不
支
給
を
不
当
労
働
行
為
と
し
て

群
馬
県
労
働
委
員
会
で
争
っ
て
い
る
最

中
だ
っ
た
。
群
馬
合
同
労
働
組
合
は
、

こ
の
分
会
組
合
員
全
員
脱
退
・
分
会
解

散
は
、
群
馬
経
済
新
聞
社
に
よ
る
団
結

破
壊
・
不
当
労
働
行
為
の
結
果
で
あ
る

と
断
じ
、
弾
劾
行
動
に
立
ち
上
が
っ
た

の
で
あ
る
。

「
群
馬
合
同
労
組
は
過
激
派
」
と

組
合
破
壊
を
企
む

群
馬
経
済
新
聞
社
は
、
社
長
と
専
務

の
小
曾
根
親
子
が
、
パ
ワ
ハ
ラ
や
恣
意

的
な
賃
金
カ
ッ
ト
、
残
業
代
の
未
払
い

な
ど
、
や
り
た
い
放
題
だ
っ
た
。
取
材

用
の
カ
メ
ラ
は
従
業
員
の
私
物
を
使
わ

せ
た
り
、
駐
車
場
の
数
も
ガ
ソ
リ
ン
代

も
足
り
な
か
っ
た
。
職
場
に
２
年
前
に

群
馬
合
同
労
組
の
分
会
が
で
き
て
以
来
、

地
労
委
で
の
救
済
命
令
も
出
さ
れ
、
社

長
が
コ
ソ
コ
ソ
出
社
す
る
状
況
を
作
り

出
し
て
き
た
。
「
ほ
と
ん
ど
赤
字
」
と

言
っ
て
き
た
の
が
、
と
ん
で
も
な
い
嘘

で
あ
る
こ
と
も
暴
い
た
。

追
い
詰
め
ら
れ
た
会
社
が
群
馬
の
経

営
者
団
体
、
権
力
や
連
合
、
Ｏ
Ｂ
と
も
、

有
無
通
じ
て
、
群
馬
合
同
労
組
の
団
結

破
壊
に
動
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

そ
し
て
、
Ｏ
Ｂ
で
、
元
毎
日
新
聞
前

橋
支
局
長
・
元
群
馬
経
済
新
聞
編
集
委

員
、
09
年
ま
で
群
馬
県
労
働
委
員
会
公

益
委
員
を
つ
と
め
た
曽
我
祥
雄
が
「
群

馬
合
同
労
組
は
過
激
派
」
「
救
済
申
立

は
取
り
下
げ
る
べ
き
」
「
上
部
団
体
を

連
合
に
変
え
る
べ
き
」
と
裏
で
組
合
員

を
組
織
す
る
の
と
有
無
通
じ
て
、
社
長

が
役
職
者
会
議
で
「
連
合
系
は
経
営
者

協
会
と
も
友
好
的
」
「
連
合
系
で
あ
れ

ば
話
し
合
う
余
地
は
あ
る
」
な
ど
と
公

言
し
て
、
群
馬
合
同
労
組
の
団
結
破
壊

に
動
い
た
の
だ
。

群
馬
合
同
労
組
は
、
11
・
３
全
国

労
働
者
集
会
に
総
決
起
す
る
！

９
月
30
日
は
、
そ

も
そ
も
２
０
１
２
年

夏
期
賞
与
不
支
給
を

め
ぐ
る
地
労
委
で
元

分
会
長
と
、
会
社
側

専
務
の
証
人
尋
問
が

行
わ
れ
る
予
定
の
日
で
あ
っ
た
。
審
問

は
中
止
と
な
り
、
第
５
回
の
調
査
が
午

後
か
ら
行
わ
れ
た
。
会
社
と
Ｏ
Ｂ
の
曽

我
は
、
地
労
委
の
取
り
下
げ
に
全
力
を

あ
げ
る
点
で
、
歩
調
を
一
つ
に
し
て
い

た
。
会
社
代
理
人
は
、
分
会
組
合
員
の

全
員
脱
退
に
よ
っ
て
「
救
済
の
利
益
が

欠
け
て
い
る
か
ら
」
速
や
か
に
棄
却
さ

れ
る
べ
き
、
と
主
張
し
た
。

冗
談
で
は
な
い
。
賞
与
の
不
支
給
は
、

ま
さ
に
分
会
結
成
に
対
す
る
報
復
と
し

て
行
わ
れ
た
の
だ
。
団
結
破
壊
そ
の
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
は
直
接
に
全
員
脱
退
・

分
会
解
散
の
組
織
破
壊
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

群
馬
合
同
労
組
は
、
こ
の
団
結
破
壊

を
絶
対
に
許
さ
な
い
。
必
ず
や
闘
う
分

会
の
再
建
を
勝
ち
取
り
、
国
鉄
闘
争
を

闘
う
階
級
的
労
働
運
動
の
拠
点
建
設
に

勝
利
す
る
。
９
月
30
日
の
県
庁
前
弾
劾

行
動
は
、
群
馬
合
同
労
組
の
こ
の
決
意

と
団
結
を
打
ち
固
め
、
組
織
破
壊
に
は

組
織
拡
大
を
も
っ
て
反
撃
す
る
戦
闘
宣

言
で
あ
る
。
倍
返
し
！
だ
。

群馬合同労組 書記長 清水彰二

合同・一般労働組合全国協議会 副委員長 田畑典保

11
月
３
日
（
日
）
正
午

東
京
・
日
比
谷
野
外
音
楽
堂

今
こ
そ
闘
う
労
働
組
合
を
全
国
の
職
場
に
！

集
会
後

銀
座
デ
モ

11

群馬



●
成
長
戦
略
、
法
制
化
急
ぐ
（
日
経
10

月
３
日
）

●
心
む
し
ば
む
パ
ワ
ハ
ラ
、
労
働
相
談

内
容
で
最
多
（
朝
日
４
日
）

●
教
員
公
募

全
小
中
で
導
入

校
長
が
欲
し
い
教
員
像
を
示
し
て

募
集
す
る
「
教
員
公
募
制
」
を
、
大

阪
市
教
委
が
２
年
後
に
全
４
２
９
小
・

中
学
校
で
導
入
す
る
方
針
を
固
め
た
。

「
今
後
は
公
募
を
基
本
に
し
た
人
事

異
動
に
転
換
す
る
」
と
目
標
を
掲
げ
、

来
春
の
異
動
で
ま
ず
１
０
０
校
を
対

象
に
始
め
る
（
朝
日
夕
刊
５
日
）

●
葛
西
敬
之

秘
密
保
護
法
案
、
対
テ

ロ
・
安
保
協
力
に
有
益
（
読
売
６
日
）

●

同
上

国
際
標
準
の
法
整
備
急
げ

（
読
売
）

●
鉄
路
の
背
信
（
上
）
安
全
優
先

脱

線
（
毎
日
７
日
）

●
限
界
に
っ
ぽ
ん

「
介
護
を
成
長
産

業
に
」
の
陰
で
（
朝
日
）

●
非
常
ブ
レ
ー
キ
利
か
ず
走
行

Ｊ
Ｒ
北
の
特
急
、
最
大
90
日
間
。

（
毎
日
８
日
）

●
「
日
雇
い
派
遣
」
解
禁
要
求

規
制

改
革
会
議

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
代
名
詞
で
、

民
主
党
政
権
で
原
則
禁
止
さ
れ
た
「

日
雇
い
派
遣
」
の
復
活
が
企
て
ら
れ

て
い
る
（
東
京
９
日
）

●
汚
染
水
か
ぶ
り
６
人
被
ば
く
（
東
京

10
日
）

●
過
労
に
あ
え
ぐ
運
転
手

「
51
日
ぶ
り
」
休
日
、
倒
れ
死
亡
。

会
社
、
勤
務
記
録
示
さ
ず
（
東
京
11

日
）

●
違
法
ぎ
り
ぎ
り
過
酷
労
働

福
島
第
一
作
業
員
、
「
国
の
圧
力･

･
･

急
げ
急
げ
」
。
線
量
計
交
換
し
10

時
間
超
え
も
（
東
京
）

●
雇
用
で
も
企
業
優
先

安
倍
政
権
が
労
働
者
の
解
雇
ル
ー

ル
や
派
遣
労
働
の
規
制
緩
和
を
目
指

し
た
議
論
を
本
格
化
さ
せ
て
い
る
。

臨
時
国
会
に
は
「
解
雇
特
区
」
と
批

判
さ
れ
る
制
度
創
設
を
含
む
国
家
戦

略
特
区
法
案
の
提
出
を
予
定
。
ほ
か

に
も
「
限
定
正
社
員
」
導
入
や
日
雇

い
派
遣
復
活
を
検
討
（
東
京
12
日
）

●
所
得
格
差

最
大
を
更
新
（
東
京
）

●
困
窮
者
支
援
法
案
に
賛
否
（
日
経
13

日
）

●
受
刑
者
給
食

民
間
委
託
へ
（
読
売
）

●
「
原
発
い
ら
ぬ
」
４
万
人
デ
モ
（
東

京
14
日
）

●
首
相
所
信
表
明

臨
時
国
会
で
の
安
倍
首
相
の
所
信

表
明
。
デ
フ
レ
脱
却
へ
成
長
戦
略
を

実
行
す
る
決
意
を
示
し
、
財
政
再
建
、

社
会
保
障
制
度
改
革
と
同
時
達
成
す

る
考
え
を
強
調
。
汚
染
水
対
策
は
国

が
前
面
に
立
っ
て
責
任
を
果
た
す
と

約
束
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
年
内
妥
結

を
明
確
に
す
る
（
日
経
夕
刊
15
日
）

●
公
務
員
改
革
、
政
府
が
骨
子

給
与
・

定
員
を
内
閣
が
管
理
（
日
経
16
日
）

●
有
期
雇
用

10
年
に
延
長

政
府
は
16
日
、
有
期
雇
用
の
期
間

を
最
長
５
年
か
ら
最
長
10
年
に
延
長

す
る
方
針
を
固
め
た
。
来
年
の
通
常

国
会
に
労
働
契
約
法
の
改
正
案
を
提

出
す
る
。
特
区
に
限
ら
ず
、
全
国
で

も
展
開
す
る
。
解
雇
ル
ー
ル
を
柔
軟

に
設
定
で
き
る
政
策
は
地
域
限
定
の

「
国
家
戦
略
特
区
」
で
、
対
象
企
業

な
ど
を
絞
り
込
む
。
特
区
で
の
雇
用

ル
ー
ル
の
弾
力
化
は
、
労
使
が
解
雇

な
ど
雇
用
条
件
を
あ
ら
か
じ
め
決
め

て
お
き
、
そ
れ
が
裁
判
例
を
も
と
に

国
が
つ
く
っ
た
指
針
に
沿
っ
て
い
れ

ば
解
雇
な
ど
を
認
め
る
（
日
経
17
日
）
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安
倍
が
「
東
京
五
輪
特
区
で
規
制
緩
和
を
」

（
９
月
13
日
読
売
）
と
わ
め
き
、
竹
中
が
「
岩

盤
規
制
を
特
区
で
崩
せ
」
（
８
月
14
日
毎
日
）

と
ほ
ざ
い
て
い
る
。
今
回
は
、
こ
の
「
国
家
戦

略
特
区
」
の
反
動
性
を
見
て
い
き
ま
す
。

臨
時
国
会
┃
成
長
戦
略
、
法
制
化
急
ぐ

（
10
月
３
日

日
経
）

図
１

規
制
緩
和
な
ど
成
長
戦
略
は
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
」
の
要
で
あ
り
、
そ
の
柱
の
一
つ
が
、
地
域

限
定
で
大
胆
に
規
制
を
緩
和
す
る
国
家
戦
略
特

区
だ
。
今
月

半
ば
ま
で
に

解
雇
ル
ー
ル

の
明
確
化
を

は
じ
め
雇
用

や
医
療
、
農

業
な
ど
の
分

野
に
つ
い
て
、

特
区
で
認
め

る
規
制
緩
和

策
を
詰
め
、

関
連
法
案
を

臨
時
国
会
に

提
出
す
る
。

雇
用
で
も
企
業
優
先
、
規
制
緩
和
を

本
格
化
（
10
月
12
日

東
京
）

図
２

安
倍
政
権
が
労
働
者
の
解
雇
ル
ー
ル
や
派
遣

労
働
の
規
制
緩
和
を
目
指
し
た
議
論
を
本
格
化

さ
せ
て
い
る
。
15
日
招
集
の
臨
時
国
会
に
は

「
解
雇
特
区
」
と
批
判
さ
れ
る
制
度
創
設
を
含

む
国
家
戦
略
特
区
法
案
の
提
出
を
予
定
。
ほ
か

に
も
「
限
定
正
社
員
」
導
入
や
日
雇
い
派
遣
復

活
を
検
討
し
て
い
る
。

「
解
雇
特
区
」

政
府
が
検
討

（
９
月
21
日
朝
日
）

政
府
は
企
業
が
解
雇
し
や
す
い
特
区
を
作
る

検
討
に
入
っ
た
。
労
働
時
間
を
規
制
せ
ず
、
残

業
代
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
も
認
め
る
。
働
か
せ

方
の
自
由
度
を
広
げ
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
起
業
や

海
外
企
業
の
進
出
を
促
す
。
解
雇
ル
ー
ル
や
労

働
時
間
規
制
の
緩
和
は
、
特
区
内
に
あ
る
開
業

５
年
以
内
の
事
業
所
や
、
外
国
人
労
働
者
が
３

割
以
上
い
る
事
業
所
が
対
象
だ
。

今
の
解
雇
ル
ー
ル
で
は
、
や
む
を
得
な
い
事

情
が
な
け
れ
ば
、
経
営
者
は
従
業
員
を
解
雇
で

き
な
い
。
特
区
で
は
こ
れ
を
改
め
、
働
き
手
と

企
業
と
の
契
約
を
優
先
さ
せ
る
。
例
え
ば
、

「
遅
刻
を
す
れ
ば
解
雇
」
と
い
っ
た
条
件
で
契

約
し
、
実
際
に
遅
刻
す
る
と
解
雇
で
き
る
。

ま
た
、
今
の
労
働
時
間
の
規
制
は
原
則
１
日

８
時
間
で
、
そ
れ
を
超
え
る
場
合
に
労
使
の
協

定
が
必
要
。
特
区
で
は
、
一
定
の
年
収
が
あ
る

場
合
に
す
べ
て
の
規
制
を
な
く
し
、
深
夜
や
休

日
に
ど
れ
だ
け
働
い
て
も
割
増
料
金
を
払
わ
な

い
こ
と
を
認
め
る
。

外
国
人
労
働
者
の
多
い
事
業
所
で
は
、
有
期

契
約
の
労
働
者
を
続
け
て
働
か
せ
や
す
く
す
る
。

今
年
４
月
の
法
改
正
で
、
短
期
の
契
約
を
繰
り

返
す
契
約
社
員
や
パ
ー
ト
が
５
年
を
超
え
て
同

じ
職
場
で
働
い
た
場
合
、
正
社
員
の
よ
う
に
無

期
契
約
で
働
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
区
で
は

こ
の
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
を
認
め
る
。

11
月
集
会
・
１
万
名
結
集
で
闘
お
う
！

竹
中
の
言
う
「
岩
盤
規
制
」
と
は
、
戦
後
労

働
運
動
が
か
ち
と
っ
て
き
た
「
労
働
法
制
」
で

あ
り
、
こ
れ
を
武
器
に
し
て
闘
う
労
働
組
合
の

存
在
だ
。
こ
れ
を
「
国
家
戦
略
特
区
」
の
設
置

を
も
っ
て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
招
致
を

「
五
輪
特
区
」
な
ど
と
称
し
て
、
何
が
な
ん
で

も
突
き
崩
そ
う
と
企
ん
で
い
る
。

10
月
15
日
か
ら
の
臨
時
国
会
が
一
大
決
戦
と

な
る
。
安
倍
政
権
打
倒
！
「
国
家
戦
略
特
区
」

反
対
！
を
掲
げ
、
11
月
労
働
者
大
集
会
の
成
功

へ
突
き
進
も
う
！

２
度
目
の
解
雇
撤
回
闘
争
を
闘
う

関
西
合
同
労
組
は
Ｙ
組
合
員
の
解
雇
撤
回
・

職
場
復
帰
を
求
め
て
闘
っ
て
い
ま
す
。
Ｙ
さ

ん
は
、
２
０
０
０
年
に
中
国
か
ら
来
日
し
２

０
０
１
年
か
ら
㈱
Ｎ
サ
ー
ビ
ス
で
清
掃
の
パ
ー

ト
社
員
と
し
て
働
い
て
い
た
女
性
労
働
者
で

す
。
Ｎ
社
は
従
業
員
４
０
０
０
人
超
の
、
関

西
を
中
心
に
官
庁
の
仕
事
が
中
心
の
派
遣
会

社
で
す
。
Ｙ
さ
ん
は
２
０
１
１
年
３
月
、

「
市
と
の
契
約
が
切
れ
る
」
と
会
社
に
だ
ま

さ
れ
解
雇
さ
れ
ま
し
た
。

街
頭
で
の
組
織
拡
大
┃
街
宣
ビ
ラ
を

見
て
組
合
加
入

Ｙ
さ
ん
は
、
同
年
の
11
月
、
組
合
の
駅
街

宣
の
ビ
ラ
を
見
て
、
そ
の
と
き
配
布
し
た
加

入
書
を
組
合
に
郵
送
し
て
き
ま
し
た
。
す
ぐ

に
支
部
で
会
い
に
行
き
話
を
聞
く
と
、
契
約

が
終
わ
っ
て
ク
ビ
に
な
っ
た
、
会
社
に
も
う

一
度
ど
こ
か
紹
介
し
て
欲
し
い
と
言
う
こ
と

で
し
た
。

２
０
１
２
年
１
月
、
Ｎ
社
（
本
社
・
大
阪
）

に
行
く
と
現
場
の
契
約
が
続
い
て
い
る
こ
と

が
発
覚
、
組
合
は
解
雇
撤
回
で
２
回
の
団
体

交
渉
を
行
い
、
会
社
は
全
面
的
に
非
を
認
め

２
月
に
別
の
現
場
で
す
が
解
雇
撤
回
・
職
場

復
帰
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
わ

ず
か
10
ヶ
月
後
の
昨
年
10
月
に
今
度
は
「
上

司
の
指
示
に
不
当
に
反
抗
し
職
場
秩
序
を
乱

し
た
」
と
の
理
由
で
「
懲
戒
解
雇
」
し
て
き

た
の
で
す
。

組
合
に
加
入
し
て
闘
う
外
国
人
労
働
者

へ
の
解
雇
攻
撃
と
の
共
同
闘
争

処
分
理
由
は
全
く
の
デ
タ
ラ
メ
で
す
。
中

国
人
労
働
者
で
あ
る
Ｙ
組
合
員
が
、
仕
事
の

こ
と
で
質
問
し
た
り
自
己
の
意
見
を
主
張
す

る
こ
と
を
現
場
管
理
者
が
い
や
が
り
嫌
悪
し

た
か
ら
で
す
。
何
よ
り
組
合
員
と
し
て
復
帰

し
た
Ｙ
さ
ん
が
有
給
休
暇
を
取
る
こ
と
を
い

や
が
り
、
組
合
員
を
排
除
し
よ
う
と
い
う
の

が
本
当
の
狙
い
で
す
。
Ｙ
組
合
員
は
、
か
ね

ひ
ろ
解
雇
撤
回
闘
争
を
闘
う
許
（
ホ
）
阪
神

支
部
支
部
長
と
共
に
、
昨
年
と
今
年
の
関
西

入
管
集
会
に
登
壇
し
、
解
雇
撤
回
を
闘
う
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。
関
西
合
同
労
組
は
外
国

人
労
働
者
と
具
体
的
な
資
本
と
の
闘
争
で
固

く
団
結
し
て
闘
っ
て
い
ま
す
。

資
本
に
よ
る
「
労
働
審
判
」
攻
撃
を
粉
砕

「
懲
戒
解
雇
」
と
い
う
許
し
が
た
い
２
度
目

の
解
雇
に
た
い
し
て
組
合
は
３
度
の
団
体
交

渉
を
行
い
ま
し
た
。
団
体
交
渉
継
続
中
の
そ

の
最
中
、
Ｎ
社
は
本
年
２
月
、
突
然
Ｙ
組
合

員
宅
に
「
解
雇
有
効
確
認
の
労
働
審
判
を
申

し
立
て
る
。
普
通
解
雇
を
通
知
す
る
」
と
い

う
弁
護
士
の
文
章
を
送
り
つ
け
て
き
ま
し
た
。

あ
か
ら
さ
ま
な
不
当
労
働
行
為
そ
の
も
の
で

す
。
本
部
で
徹
底
論
議
し
、
労
働
審
判
制
度

は
労
働
者
を
組
合
か
ら
切
り
離
し
、
集
団
的

労
使
関
係
を
否
定
・
破
壊
し
、
金
銭
和
解
を

強
制
す
る
新
自
由
主
義
攻
撃
で
あ
る
こ
と
を

は
っ
き
り
さ
せ
、
断
固
粉
砕
、
拒
否
の
方
針

を
確
認
し
ま
し
た
。
裁
判
所
へ
の
２
度
に
わ

た
る
抗
議
行
動
、
裁
判
所
前
で
の
ビ
ラ
ま
き

抗
議
を
た
た
き
つ
け
、
つ
い
に
「
24
条
終
了
」

を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

解
雇
撤
回
・
職
場
復
帰
へ
あ
と
一
歩

組
合
は
、
同
時
に
不
当
労
働
行
為
救
済
申

立
を
行
い
、
労
働
審
判
終
了
─
訴
訟
に
移
行

し
た
裁
判
で
も
、
解
雇
無
効
の
反
訴
を
し
て

闘
っ
て
い
ま
す
。
労
働
委
員
会
で
、
裁
判
で
、

当
該
先
頭
に
会
社
の
不
当
労
働
行
為
、
懲
戒

解
雇
の
不
当
性
を
徹
底
追
及
し
て
闘
っ
て
い

ま
す
。０

３
（
３
８
４
７
）
４
３
９
９

労
働
相
談
全
国
セ
ン
タ
ー

台
東
区
元
浅
草
２-

４-

10
五
宝
堂
伊
藤
ビ
ル
５
階

震
災
解
雇

（
10
／
３
～
10
／
17
）

関西合同労働組合奈良支部 Ｎ

12

解雇撤回のビラまき・署名活動に取り組むＹ組
合員（右端）と奈良支部。（2013年１月31日）

解雇特区
特定の地域で入社時の指針に沿えば一定の企業

で解雇しやすくする。臨時国会に法案提出予定

限定正社員
業務や勤務地などが限定される代わりに、正社

員より解雇しやすくする仕組み

解雇の金銭に
よる解決制度

不当な解雇が認定された場合、金銭支払いで解

できる制度

日雇い派遣
再解禁

「派遣切り」で社会問題化し、民主党政権が原

則禁止したが、派遣法の再改正を検討

無期限派遣を
全業務に

秘書など専門性の高い２６業種に限定してきた

無期限派遣を全業務で可能にする

残業代ゼロ

一定の残業代を固定給に織り込んでおく裁量労

働制を検討中。一定の収入以上で残業代を完全

になくすホワイトカラーエグゼンプションを求

める声も


